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　 イイ感じになってきたおやじ４回目です
· 11月6日（月の初めの土曜日）午後７時３０分、マイエホール前庭にて『おやじの会』第四回目は開催されました。神に感謝。
今回の参加者も十数名途中参加多数（おやじ携帯ネットワーク活用にて）で盛り上がりを見せたのであります。
· 前回のＴＯＰＩＸ　☆
· 先月晴佐久神父様が「来月は『焼肉パーティー』の企画で行こう」との提案に『おやじ』たち
素早く反応する。
· まさにガーデンパーティーをするにふさわしい11月初旬とは思えない穏やかな気候に恵まれる。

· 照明の設置を、炭の火おこしを、焼肉のメインである肉を、その他の食料を、飲み物を、それぞれテキパキと用意する『おやじ』たち、ガーデンパーティーらしいぞー！
· 焼肉の火の調整にやや手間取るも「集まって食う」『おやじの会』いよいよはじまる。
· 雰囲気がいいのでいろいろな人を呼ぼう！ということになり『おやじ』たちネットワーク駆使する。
· 近くの公園にいる人達も呼んじゃえ！ということになり一部『おやじ』勧誘に行くが、ただの酔っ払った『おやじ』扱いされ不発に終わる。

· 「清香苑」さんから持参いただいたお肉おいしかったです。参加した『おやじ』全員納得。
· 晴佐久神父様より、次回（1２月４日）はお茶の間で『鍋パーティー』の提案があり『おやじ』たち盛り上がり決定する。
· 晴佐久神父様より、現在連載中の「聖書」に出てくるキーワードについてのエッセイをいただき（今回は『荒野』と『縁』）内容と作風の違いを堪能し、分かち合い、議論し盛り上がる。
· 中庭での一次会終了後お茶の間で続編はじまる。

· 一部おやじそのまま「お泊り」する。
· 今後の運営等々　☆

· 月の第一土曜日の午後7時30分に始まり継続していく。

· 教会に来るきっかけのない『おやじ』たちが気軽に寄り集まれるよう各自創意工夫する。
· 自ら『おやじ』であることを受け入れ、誇り高く、腰は低く生きていく。
· 基本的に女人禁制。

· 「はこぶねくらぶ」をはじめとする様々な要望に有機的につながり参加、支援する。
裏に続きます。
★『おやじ』の好きな雑学コーナー★

今回は、この『おやじの会』でもよく飲んでいる「ワイン」について基本を少々。
フランスの二大生産地　ボルドーとブルゴーニュの違いについて
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【ボトルの形】[image: image4.jpg]


ボルドー（写真右）はスリムでブルゴーニュは下半身グラマー。
【色調】ボルドーは暗めの濃厚な紫色、ブルゴーニュは明るめの淡いルビー色。

【ラベル】日本酒でいうところの醸造所名が記されています。

＊単純に「CHATEAU」（シャトー）と書いてあればボルドー、「DOMAINE」（ドメーヌ）であればブルゴーニュ。

【テースト】ボルドーの赤は、渋みが強く、ドロリと濃厚。香りは繊細。

ブルゴーニュは、酸味が強くいわゆるフルーティで渋み少なめ。香り華やか。

　　【葡萄の種類】ボルドーは「カルベネ・ソーヴィニョン」「メルロ」「カルベネ・フラン」

　　　　　　　　　　　ブルゴーニュは格安なブレンデッドを除いて「ピノ・ノワール」１００％　続きは後日。
Ж　あとがき　Ж

　　　12月に入り、街はクリスマスモード突入です。ちなみにカトリック教会では2004年は11月28日から待降節。
　またまた映画の話で恐縮ですが、「ポーラ・エクスプレス」観ました。監督ロバート・ゼメキス、主演トム・ハンクス。「フォレストガンプ／一期一会」等でアカデミー賞をはじめ各賞を総なめにしているコンビによる
　新しい表現方法（パフォーマンス・キャプチャー）を駆使したＣＧ作品です。

　はじめは娘に連れられて？行ったこともあり、ＣＧにもイマイチなじめず、たぶん「眉間にシワ」状態で観ていたのですが、話が進むにつれニコニコしている自分に気づくといったような、そしてなんともいえない「あたたかさ」と「ノスタルジー」にひたって素直に楽しかったのです。最後に車掌が言うセリフ「大事なのは汽車の行き先じゃない。“乗ろう”と決めることだ」には鳥肌でした。
　　原作はクリス・ヴァン・オールズバーグの「急行『北極星号』（１９８５年出版）。ちなみに日本語訳は村上春樹氏。
　　最後にクリス・ヴァン・オールズバーグからのメッセージから抜粋。

　「空飛ぶソリに乗った〈赤いスーツの陽気なおじさん〉がいることを知っている子どもは幸せです。（大人にとっても）ファンタジーを信じることは理性に欠ける行いでも、愚かな振る舞いでもない。一種の才能です。雪男やネッシーを否定する世界より、その可能性を信じられる世界に暮らすほうがずっと素敵なのです。」

「鈴の音」が聞こえなくなってしまった『おやじ』たち、大好きな人と一度観に行くことをお勧めします。[image: image5.png]
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